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２ 就学相談から就学判断へ 

(１) 就学判断の実際    

① 教育的ニーズと必要な支援についての合意形成のために整理するこ 

と 

【段階１】 障がいの状態（障がいの区分・種類と障がいの程度） 

これまでの就学相談の中で，子どもの育ちを確かめ合い，就学後の子

どもの可能性と必要な教育対応について整理していくことが大切です。

また，同時に苦手な部分にかかわる変容の姿についても共通理解するこ

とが大切です。  
このときに大切にしたいのは，観察や検査等から得られる情報を基に，

その子にとっての「必要な教育対応」を考えていくことです。観察や検

査等から得られる情報は，子どもの実態のすべてを表しているのではな

く，いくつかの視点からとらえた実態の一部であり，さらに，それらは，

ある時点のある条件下の姿であることに留意する必要があります。  
その子の障がいの状態を本人に起因すると考えられる部分と周りの

環境に影響を受けていると考えられる部分を，可能な限り整理し，その

子の可能性をとらえることが重要となります。  
障がいの状態にかかわるとらえは，その時点での判断であり，固定的

なものではないことにも，留意しておく必要があります。  
  【段階２】 教育目標  

これまでの就学相談の中で整理した「本人・保護者の願い」や「その

子の可能性」，「その子の実態」等を踏まえ，その子の将来を思い浮かべ

ながら「将来の自立と社会参加（長期的な目標）」を立てます。その次

に，その姿に向けた今の生活をできるだけ具体的にイメージして「今の

生活の充実に向けて（短期的な目標）」を立てます。  
それらの目標を踏まえ，さらに【段階１】の障がいの状態についても

考慮に入れながら，学校生活を想定した目標（「教育目標」）を設定しま

す。  
  【段階３】 総合的な判断 

     【段階２】の「教育目標」を達成するためには，どのような支援が

必要で，環境面ではどのような点に配慮する必要があるのかというこ

とを，まず初めに明確にします。どこでどのように学んでいくことが

本人の自立と社会参加につながるのかという視点をもって，支援内容

を絞り込んでいきます。  
次に，それらの支援を提供できる場所について考えていきます。いく
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つか絞り込んだ支援について，それぞれの場所でどの支援がどの程度提

供できるのかを比較しながら考えていきます。  
     また，「学びの場」については，本人の状態や地域の体制整備の状況

の変化によって，就学後，変更する場合もあることを踏まえ，今必要

だと思われることを最優先に考えて「学びの場」を選ぶようにするこ

とを保護者と再度確認しておきます。  
そのためには，障がいの種類や程度に応じて，学校生活の場や提供で

きる支援の内容・方法が異なることに留意することが必要です。  
そして，市町村教育支援（就学相談）委員会において，本人・保護者

の願いに基づいた「教育目標」を達成するために必要な支援はどのよう

なもので，その支援を最も理想に近い形で提供できる場所はどこかとい

う視点で，就学先（学びの場）について総合的に判断します。  
 

② 教育的ニーズと必要な支援について合意形成を図るために    

合意形成にあたっては，インクルーシブ教育の理念の下，「障害のあ

る子供と障害のない子供が，できる限り同じ場で共に学ぶことを目指す

べきであり，その場合にはそれぞれの子供が，授業内容が分かり，学習

活動に参加している実感・達成感をもちながら，充実した時間を過ごし

つつ，生きる力を身に付けていけるかどうかが最も本質的な視点であ

る」（『教育支援資料』平成 25 年 10 月文部科学省初等中等教育局特別支

援教育課）ことを踏まえる必要があります。そして，その子どもらしさ，

教育目標とそれに対応できる就学先，そこで必要となる合理的配慮を丁

寧に決め出していくことが大切です。  
このようなことから，一時点で判断を行う市町村教育支援（就学相談）

委員会の運用のみでは，総合的な判断は困難であり，できる限り早期か

らの相談・支援を積み重ねていくことが重要であると言えます。  
  

 
 
 

 
 
 
 

 

※ 就学先（学びの場）：就学先とは、特別支援学校、または、小中学校のことを指します。

「学びの場」とは、小中学校内の通常の学級、通級による指導、または、特別支援学級

のことを指します。これらをまとめて、この表記にしました。

【就学先（学びの場）の決定】 

・最終決定は，市町村教育委員会が行います。  
・決定にあたっては，教育的ニーズと必要な支援について，保護者と合

意形成を行います。  
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